



The Actual Conditions and Educational Strength of






































































































































主義』の中の、「人間世界とは、究極的には文化的意志 [cultural will] の働きとして捉えるべ
きものである。」注5 といった一文である。また、E.W.サイードは、自著『オリエンタリズ















注4 志々田文明(1987)「中間まとめ」を考える, 体育科教育 35(1) : 28-32.
注5 ジョン・トムリンソンは、「人間世界とは、究極的には [人間の] 文化的意志の働きとして捉えるべ
きもの」として文化の力を前提として議論を進めている。ジョン・トムリンソン（1997）文化帝国主
義, 青土社：東京, p.350.  原書では「Ultimately, the shape of the human world has to be 
conceived as a function of cultural will.」John Tomlinson, Cultural Imperialism : A Critical 
Introduction, The Johns Hopkins University Press, Baltimore, 1991, p.178.  
注6 板垣雄三ほか訳, E.W.サイード（1993）オリエンタリズム・上巻, 平凡社：東京,  p.101. 原書では、
「Cultural strenght is not something we can discuss very easily -- and one of the purposes of 
the present work is to illustrate, analyze, and reflect upon Orientalism as an exercise of cultural 
strength.」。Edward W. Said, Orientalism : Western Conceptions of the Orient, Penguin Books 
Ltd., England, 1995, p.40.
注7 同上書, 邦訳, p.101. ただし[ ]内は引用者が補った。以下同様。原書では、「Orientalism, then, is 
knowledge  of the Orient that place things Oriental in class,c ourt, prison, or manual for 





























注8 同上書, 邦訳, p.67. 原書では、「In many ways my study of Orientalism has been attempt to 
inventory the traces upon me, the oriental ubject, of the culture whose domination has been so 




















































































































・富木謙治 (1937) 合気武術教程, 自刊. 本書はこの年8月の発行。　






・富木謙治 (1941)  武道訓練について, 建国大学研究院月報 8 : 7.
・富木謙治の講義案「武道論講義」
・富木謙治 (1942) 日本武道の真髄, 武道公論 4 (11) : 1-8.
・富木謙治 (1942) 柔道に於ける離隔態勢の技の体系的研究, 建国大学研究院.
・富木謙治 (1943) 形と理法, 建国大学研究院月報 30 : 3.



































ノート（支那民族運動概観, 支那の歴史と文化上巻, 民族問題より古代支那を論ず, 支那の民族性と社会
一, 北一輝著・支那革命外史, 猶太問題研究原稿,　大東亜戦争の根本問題, 世界観の闘士へ, アジア的国





































編 (1966.9) 建大史資料 1. 同左編 (1967.1) 建大史資料 2, 同左編 (1967.7) 建大史資料 3, 同左編 
(1967.11) 建大史資料 4, 同左編 (1971.6) 建大史資料 5, 同左編 (1975.6) 建大史資料 6.
注25 湯治万蔵編 (1981) 建国大学年表, 建国大学同窓会建大史編纂委員会, 全570頁.
注26 建国大学同窓会年表補遺委員会 (2002) 建国大学年表正誤・補遺表, 建国大学同窓会. 同年5月に完成
した本表は139頁に及ぶ大部である。





























         1.基礎知識と精神訓練を主体とする前期の訓練（予科）　①訓練科目　②文化科目






抗日, 東方 207 : 32-34, 東方書店：東京.
注30 高畠穣次訳, 劉第謙著 (1990) 私の知っている偽満建国大学, 未刊行, 全65頁. （劉第謙 (1985) 我所





         2.専攻科目に分かれての学習を主体とする後期の課程（本科）
                                                                ①訓練科目 ②基礎学科(共通科目) ③専攻科目　
         3.教学状況

































注37 劉世沢著, 高畠穣次訳 (翻訳年不詳) 偽満建国大学, 未刊行, 全18頁. （瀋陽社会科学院編 (1985) 瀋























　四、「建国大学」の精神訓練　1. 軍事訓練 2. 武道訓練 3. 勤労奉仕 4. 実習 5.農事訓練  6. 
精神訓練





















　(5) 京畿中学の日本人先生　　(6) 日本の異人建国大学に集る　　(7) 関東軍に入隊して
　Ⅱ. ハンキョレ（はらから）の世界
　(1) 倭と日本と (2) 神籠石 (3) 日本書紀の両面性 (4) ハンキョレの世界 (5) 日本の自立
　Ⅲ. 韓・日文化の開き
















注40 洪椿植 (1999.10) ハンキョレ（はらから）の世界　ああ日本, 私家版.  全163頁。著者は建国大学二
期生。筆者は藤森孝一氏より恵贈された。















































































注49 竹山増太郎 (1942), 前掲書, p.90.


























注52 建国大学要覧(康徳8年度版,1941.7.25) 編者不詳, 奥付に康徳8年7月25日とある。
注53  満洲国史編纂刊行会 (1970) 満洲国史　総論, 満蒙同胞援護会. 山根氏は、第四編第四章新学制の制
定、建国大学創立の条に詳しく、「本稿は本書に負う所多大」（山根 (1087), 前掲書, p.125.）として
いる。なお満洲国史には他に各論もある。　






注56 齋藤利彦 (1990)『満洲国』建国大学の創設と展開--『総力戦』下における高等教育の『革新』, 調



































注59 志々田文明 (1991) 「満洲国」建国大学に於ける武道教育, 日本武道学会, 武道学研究 : 24 (1) : 9-
23.
注60 筆者はこの執筆の段階で残念ながら上記齋藤論文の存在を知らなかった。




































注64 山根幸夫 (1993) 「満洲」建国大学再考, 駿台史学 89 : 35-56, 駿台史学会.
注65 竹山増太郎 (1942), 前掲書.
注66 江原の手記は志々田(1991) 論文で、また竹山の論考は齋藤 (1990) 論文でそれぞれ既に使用してい
る。
注67 この論文の問題性については、山根氏自身「非常に中途半端なものになって了った」と反省してい
る。山根幸夫 (1993), 前掲書, p.49.
注68 同上, p.40.
注69 湯治万蔵編(1981), 前掲書, pp.54-55.






























注71 竹山増太郎 (1942), 前掲書, p.99.
注72 宮沢恵理子(1995) 満洲国における青年組織化と建国大学の創設, アジア文化研究 21 : 55-66, 国際
基督教大学アジア文化研究所.
注73 山根幸夫 (1996) 「満洲」建国大学に関する書誌, 近代中国研究彙報 18 : 117-128, 東洋文庫.
注74 同上, p.127.
注75 宮沢恵理子 (1997), 前掲書, p.263.




































注80 王智新氏は宮沢恵理子氏の労作に右の書評を寄せている。王智新 (1999) 書評：植民地の歴史に何
を学ぶか--宮沢恵理子『建国大学と民族協和』, 日本植民地研究 11, 日本植民地研究会.
注81 田中寛 (2002)  建国大学の理想と実相--皇道主義教育思想とその言語観をめぐって.  日本植民地教


















































　　１. 「五族協和」の塾教育 /２. 塾の実勢と教員略歴 /３. 訓練教育
　Ⅲ. 建大の武道教育　　　　　　　　　
　　１. 武道訓練設置の意図と「養正堂」/２. 武道教員 /３. 教員人事と武道顧問
　Ⅲ、武学研究班と武学








































学研究紀要 32 : 83-87, 2000）
　この資料論文は、上記銃剣道論文に対するある中国人の批判的感想に応えて、上記論文で
触れなかった論点を補足的に記述したものである。

















・志々田文明「合気道」（平凡社大百科事典(1),  平凡社,  p.12,  1985）
・志々田文明「植芝盛平」（平凡社大百科事典(2), 平凡社, p.167, 1985）
・志々田文明「合気道」（最新スポ－ツ大事典, 大修館書店, pp.1-3, 1987）
・志々田文明「合気道」（日本史小百科・武道, 東京堂出版, pp.194-195, 1994）
・志々田文明「Aikido」（Encyclopedia of World Sport,  1 ed.,  Santa Barbara,  ABC-































































































「ヘゲモニー」関係の総体に変質している」とした。（黒沢惟昭, グラムシ, 哲学・思想事典 (1998), 
岩波書店, p.388.）
注92 前掲書, 石井昌幸, 訳者解説, グットマン (1997), p.203. 
注93 同上, p.207. 原書では、「Once successful emulation has shattered the ludic monopoly, the 
literal or metaphorical colonials have a  splended opportunity to enhance their self-esteem, for 
what can be more delightful than "beating them at their own game"?  Stimultaneously, one 
signals allegiance ("It's your game!) and superiority (We're better at it than you are!"). Allen  
Guttmann, Games & Empires - Modern Sports and Cultural Imprerialism, Columbia University 






見ておきたい。注96 ジェームズ・A・マンガン（ストラスクライド Strathclyde 大学）によっ
て精力的に行われている。注97 マンガンは教育学を学んだ後に社会人類学を専攻し、その後ス
ポーツ史を研究して、1980年代に２冊の著書をだしている。注98 
　・J.A. Mangan (1981) Athleticism in the Victorian and Edwardian Public Schools : 
The Emergence and Consolidation of an Educational Ideology, Cambridge : Cambridge 
University Press. 
　・J.A. Mangan (1986) The Games Ethic and Imperialism : Aspects of the Diffusion of 







　・J.A. Mangan (ed.) (1988)Pleasure, Profit, Proselytism : British Culture and Sport at 
Home and Abroad 1700-1914, London, Preasure, Profit, Proselytism : British Culture 
and Sport at Home and Abroad 1700-1914", London, Frank Cass.の第二部の部分
　・William J. Baker and J.A. Mangan (ed.) (1987) Sport in Africa : Essays in Social 
History, New York : Africana Publishing Company.
　英国では、1980 年代半ば以降からManchester University Press から、Studies in 
Imperialism というシリーズが刊行されている。注99 このシリーズにはマンガンも参画してお
り、"Making Imperial Mentalities : Socialization and British Imperialism" (1990)注100 を編集
をしている。またこのシリーズでスポーツを全面的に扱ったものとしては、"The Imperial 
注96 以下の記述は石井昌幸氏（イギリススポーツ史）から教示を受けた。
注97 今や 東アジアの視点からのポストコロニアリズムの必読文献といわれる（姜尚中編 (2001) ポスト
コロニアリズム, 作品社：東京, p.202.）『植民地帝国日本の文化統合』（岩波書店,1996）を執筆した
駒込武氏は、同書脱稿後にマンガン教授の下で在外研究を送り、マンガン編集の論文集に以下の論文を
寄稿している。J.A. Mangan and Takeshi Komagome (2000) Militarism, Sacrifice and Emperor 
Worship : The Expendable Male Body in Facist Japanese Martial Culture, J.A. Mangan (ed.) (2000) 
Superman Supreme : Facist Body as Political Icon -- Global Fascism, Frank Cass : London.
注98 有賀郁敏他著『スポーツ』(2002, ミネルヴァ書房) の文献解題に石井昌幸氏の簡単な紹介がある。
pp.18-20.
注99 石井昌幸氏によると本シリーズの翻訳書は、ロナルド・ハイアム(1998) セクシュアリティの帝国：




注100 J.A. Mangan (ed.) (1981) Making Imperial Mentalities : Socialization and British Imperialism, 
Manchester University Press : Manchester.
28
Game : Cricket, Culture and Society" (1998)注101  がある。このシリーズのGeneral Editor 
はJohn M. MacKenzie で、彼自身はスポーツ史家ではないがイギリス・スポーツ史を考える
上で有益な次の好著を出している。　
　・John M. Mackenzie (1988) The Empire of Nature : Hunting, Conservation and 




ンドにおけるサッカーに関する論文"Football on the Maidan : Cultural Imperialism in 
















注101 Brian Stoddart and Keith A. P. Standiford (ed.) (1998) The Imperial Game : Cricket, Culture 
and Society. 本書も『スポーツ』に解題がある。
注102 なお平田雅博 (2000) イギリス帝国と世界システム, 晃洋書房. 第8章及び終章第2節には本書への言
及があり、序章第3節にはシリーズ全体の解説がある。
注103 リチャード・コックスは著名な書誌学者でイギリス・スポーツ史だけの書誌も出している。
注104 トニー・メイソンはスポーツ史の次の好著を出している。Tony Mason (1980) Association 
Football  and English Society--1963-1915, Brighton : Harvester Press.
注105 リチャード・ホルト Richard Holt は1989年に『Sport and the British』（スポーツとイギリス
人）というイギリス・スポーツの優れた概説書を出している。
注106 Tony Mason (1992) Football on the Maidan : Cultural Imperialism in Calcutta, J.A. Mangan 
(ed.) The Cultural Bond : Sport, Empire, Society, London : Frank Cass.












































































































































注117 茂木, 前掲書, pp.63-64.
注118 この間の分析に関しては次の論文参照。ピーター・ドウス (1992) 日本/西欧列強/中国の半植民地
化, 近代日本と植民地２　植民地帝国日本, 岩波書店, pp.61-83.
注119 大江志乃夫 (1992) 第１巻まえがき, 近代日本と植民地１　植民地帝国日本, 岩波書店, p.vi. 
注120 大東亜共栄圏建設構想については次の論文が詳しい。山本有造 (1994)「大東亜共栄圏」構想とそ
の構造--「大東亜建設審議会」答申を中心に--, 古屋哲夫編, 近代日本のアジア認識, pp.549-581. 
注121 江口圭一 (1992) 帝国日本の東アジア支配, 近代日本と植民地１　植民地帝国日本, 岩波書店, 
p.184.























































































































































注138 小峰和夫 (1991) 満洲--起源・植民・覇権, お茶の水書房：東京, p.123.
注139 高島俊男 (1999) お言葉ですが, 文春文庫, pp.233-237. この文献は宮沢恵理子氏から恵贈された。
注140 神田信夫 (1989) 満洲・漢, 三上次男・神田信夫編 (1989) 東北アジアの民族と歴史, 山川出版社, 
p.249.
注141 前掲書, 高島俊男, pp.234-235.


































部牧夫(1978) 満洲国, 三省堂選書, pp.9-10.




































注146 北岡伸一 (1988) 後藤新平-外交とヴィジョン, 中公新書, pp.79-80.
注147 同上書, p.82.




注150 満洲国史編纂刊行会 (1971) 満洲国史 各論, 満蒙同胞援護会, p.1010.





























































































































































注157 これ以外の通史で戦前における作品として著名なのが島田道弥の『満洲教育史』(1935, 文教社) で
ある。しかし槻木瑞生氏によると同書は引用図書として示されている『関東州教育史』(1932, 黒崎氏
篇・謄写版）の内容がほとんどであるという。「満洲国」教育史研究会編 (1993)「満洲・満洲国」教
育資料集成, 第15巻, エムティ出版：東京, p.4.
注158 同上書, 全23巻.
注159 以下の分類は野村章氏「解説」に拠った。同上書, 第2巻, pp.3-4.






































注164 前掲書, 鈴木健一 (1981) 満洲国における教育政策の展開, pp.806-808.
注165 前掲書, 満洲国史 総論, p.583.







































注170 前掲書, 満洲国史 総論, p.584.




































注173 前掲, 野村章「解説」,「満洲・満洲国」教育資料集成, 第2巻, pp.3-4.































　(2) 私立国民高等学校　19校　(3) 私立女子国民高等学校　9校　(4) 私立男子職業学校　5校
注176 本項の以上の記述は右に拠った。前掲書, 満洲国史 各論, pp.1089-1090.
注177 前掲書, 満洲国史 各論, p.1085.


















    ３．満洲国と体育
　(1) 学校体育
　笹島恒輔は中国体育史・スポーツ史の研究を行ない、1961年までに『中国体育史』

















注180 笹島恒輔 (1960) 中国体育史, 逍遥書院.
注181 笹島恒輔 (1966) 近代中国体育スポーツ史.
注182 笹島恒輔 (1987) 中国の体育・スポーツ史, 大修館書店.
注183 笹島恒輔氏は、満洲国の学校体育について旧学制期と新学制期に分けているが、いうまでもなく前





















































































































笹島恒輔 (1960) 中国体育史, pp.145-146.




































































注199 鈴木隆史(1979)『満洲国』論, 体系・日本現代史２-15年戦争と東アジア, 日本評論社, p.145.
注200 石原莞爾の伝記は多い。本稿執筆にあたっては主に藤本治毅(1964)石原莞爾, 時事通信社., 横山臣
平(1971)秘録石原莞爾, 芙蓉書房., 青江舜二郎(1973)石原莞爾, 読売新聞社., 三品隆以(1984)我観石原
莞爾, 三品隆以著作刊行会(植田弘が編集)., 佐治芳彦(1989)石原莞爾(上下巻), 日本文芸社., 及び近年刊
行された石原批判の書、佐竹信(2000)黄砂の楽土-石原莞爾と日本人が見た夢, 朝日新聞社. を参考にし















































































注208 前掲書, 鈴木隆史(1979)『満洲国』論, p.154. なお、日本の満蒙認識、関東軍の動向については鈴
木論文及び島田利彦(1965)関東軍, 中公新書. を主に参考にした。


























注210 前掲書, 角田順編(1967)石原莞爾資料・国防論策, p.85.
注211 同上, pp.88-89.
注212 前掲書, 佐治芳彦(1989)石原莞爾(下巻), p.55.














































































注218 湯治万蔵編(1981)建国大学年表, 建国大学同窓会, 19
注219 前掲書, 三品隆以刊行会編(1984)我観石原莞爾, pp.124-125.
注220 前掲書, 建国大学同窓会編(1966)建大史資料(創刊号), p.7.




































注222 建国大学同窓会編(1967)建大史資料(第２号), p.3.  
注223 同上, pp.3-4. 

































注225 前掲書, 満洲国史 総論, p.593.
注226 前掲書, 建大史資料(創刊号), p.4.











































注231 前掲書, 建国大学年表, p.96.




































注233 前掲書, 石原莞爾資料・国防論策, pp.239-243.

































注235 前掲書, 三品隆以刊行会編(1984)我観石原莞爾, p.129.







































































注243 作田荘一(1963)道の言葉, 巻の六, 道の言葉刊行会：京都.　本書は全六巻の第六巻。ここにに建国
大学での出来事を記した「建国大学の四年」が収載されている。
注244 同上, pp.214-239.
注245 作田荘一の戦前の著作として参考にしたのは作田荘一述(1941)修身道徳, 建国大学研究院.,  及び、




注246 同上, 作田荘一(1963)道の言葉, 道の言葉刊行会, p.215. 
































彼はヨーロッパ語の国が land と「権力によって人を支配する」state に分けてとらえた上






































































































































































































注279 岩淵克郎, 炊事委員事始, 前掲書, 歓喜嶺 遥か(上巻), 建国大学同窓会, pp.344-347.
注280 岩淵克郎（1993年8月2日聞き取り調査）














































































































注293 志々田文明(1994)孫群(孫宝珍)氏　建国大学時代を語る,「満洲国」教育史研究, 東海教育研究所,  
pp.110-115.
注294 前掲書, 建国大学同窓会編(1991)歓喜嶺　遥か(上巻), p.169.

































注298 建国大学同窓会「建大史」編纂委員会(1967)建大史資料(第4号) : 8-9.





塾生日誌、1941年5月5日・月）, 同上, 287.  「心理学試験」（四期生・鈴木博塾生日誌、1943年10月
17日）,  同上, 267.  「今日は六時間試験」（五期生・小野田宗之日記、1944年6月5日）「国家概論試
験」（同左、6月8日）, 同上, pp.248-249.




































注306 前掲書, 建国大学同窓会「建大史」編纂委員会(1967)建大史資料(第2号) : 6.
注307 前掲書, 建国大学同窓会編(1991)歓喜嶺　遥か(上巻), p.239.
注308 同上, p.117.
注309 同上, p.118.
注310 満洲帝国政府公報, No.1016. (1937.8.17)　なお、本公報は上段に同文の中国訳が掲載されてい
る。
注311 学制の変更により、翌年の「建国大学学生募集公告」では「満洲国民高等学校」に変わっている。














































































た」という。前掲書,  建国大学同窓会「建大史」編纂委員会(1967)建大史資料(第2号) : 6.



































注324 前掲書, 藤本治毅(1964)石原莞爾, p.22.
注325 同上, p.47.
注326 前掲書, 横山臣平(1971)秘録石原莞爾, p.88.
注327 同上, p.91.































徳8年度), 建国大学刊行, 1941, p.6.および前掲書, 建国大学年表, pp.51-54.に収載されている。
注331 岩神正矣編(1895)類聚学令全書付録, p.320.
注332 国立教育研究所編(1974)日本近代教育百年史(第五巻, 学校教育三), pp.429-431. なおこの比較の発
想は、齋藤利彦(1990)「満洲国』建国大学の創設と展開-「総力戦」下における高等教育の「革新」, 
学習院大学東洋文化研究所・調査研究報告(30) : 113, 1990.に教えられた。



































注335 小山貞知(1936)満洲帝国協和会とは何ぞや(3), 満洲評論 11(23) : 11.
注336 小山貞知(1936)満洲帝国協和会とは何ぞや(4), 満洲評論 11(24) : 11.
注337 小山貞知(1936)満洲帝国協和会とは何ぞや(5), 満洲評論 11(25) : 14.　なお小山は次号で皇道連邦
を王道主義国家連合と読み替え両者を同体異名とした。皇道を「直に他民族に移植することは幾多困難
なる本質を持つ」からである。日本思想を異民族に移植する際の困難性が窺えて興味深い。同, 満洲評





本文化を他民族に強制するものとなった。」前掲書, 宮沢恵理子, 建国大学と民族協和, p.18.
注339 1934年10月の内務省警保局「在満機構改革問題ニ関スル記事取締関係書類」(IPS-Doc, IMT 491, 
マイクロフィルム）を分析した右記論文の一を参照。河原宏(1980)アジア主義の制度化-対満事務局,興
亜院,大東亜省の設置, 社会科学討究 25(2) : 55-83.










　1. 目的, 2. 創設の要旨, 3. 組織, 4. 修業年限, 5. 管轄, 6. 教科内容, 7. 学生の採用数及学費, 





















注342 この要綱は、建国大学刊 (1941.7) 建国大学要覧,  pp.4-8.に、満洲帝国政府公報(1937.8.5), 
No.1006に収載のものの抄が収載されている。
注343 前掲書, 建国大学年表, p.53.
注344 同上.
注345 同上.





































注353 前掲書, 作田荘一, 道の言葉 巻の六, p.220.
注354 前掲書, 建国大学年表, pp.162-170.
注355 前掲書, 建国大学年表, pp.170-171. これについて宮川は「政策の基礎になるもの、たとえば満洲人
の日常生活、風俗習慣、農業といようなものもそれぞれの班をつくりましたし、政治の基礎となる、ま
た学問としてはかなり客観的研究になるものもやったし、また政策的なものへもだんだんやってひっ
ぱっていこうということで」あったと語っている（前掲書, 建大史資料 第2号, p.9.）。

































注357 前掲書, 建国大学年表, p.53.



































注364 前掲書, 建大史資料 第4号, p.6.




































注367 前掲書, 建国大学年表, p.54.
注368 前掲書, 建大史資料 創刊号, p.12.
注369 前掲書, 建大史資料 第二号, p.4. なお、同資料の木田によると、当時建国廟の構想がありその予定
地があり、その隣は満洲映画協会（満映）の敷地として軍司令官の決裁まですんでいた。辻は軍司令官
に談判し満映を移転させ、建大の敷地が決定したという。



































注373 江原節之助, 民族の苦悶-創設期の塾生活をめぐって, 岡崎精郎(1989)「民族の苦悶-創設期の建国大
学をめぐって(2)」解説, 東洋文化学科年報(5) : 140










































































注378 前掲, 江原節之助, 民族の苦悶-創設期の塾生活をめぐって, 岡崎精郎(1989)「民族の苦悶-創設期の







































注386 前掲, 江原節之助, 民族の苦悶-創設期の塾生活をめぐって, 岡崎精郎(1990)「民族の苦悶-創設期の






































注389 江原節之助, 民族の苦悶-創設期の塾生活をめぐって, 岡崎精郎(1991)「民族の苦悶-創設期の建国大



















































注392 前掲書, 作田荘一, 修身道徳, p.25.
注393 同上, pp.149-150.

































注396 岡部牧夫(1974)植民地ファシズム運動の成立と展開-満洲青年連盟と満洲協和党, 歴史学研究 406 : 
15.
注397 本章は右記の論文を加筆訂正したものである。志々田文明(1993)「民族協和」と建国大学の教育, 



































統合, 東大出版会, pp.51-55. 及び、池田誠ほか(1988)図説中国近現代史, 法律文化社, pp.62-72.
注399 内藤堯(1931)各国国旗の由来と国祭日, 同文館, pp.80-82.
注400 孫文(1928)五族共和ノ真義, 孫文全集 中巻(1967), 原書房, p.212.
注401 国体への心配の世論の様子については、後藤孝夫(1987)辛亥革命から満洲事変へ-大阪朝日新聞と
近代中国, みすず書房, p.30, p.51. からも理解される。
注402 諸橋轍次編(1989)大漢和辞典 巻二, 大修館書店, p.561.


































注404 満洲青年連盟史刊行委員会編(1933)満洲青年連盟史, 復刻版(1968), 原書房, p.402.
注405 平野健一郎(1970)満洲事変前における在満日本人の動向-満洲国性格形成の一要因, 国際政治(43) : 
60-68.
注406 テリー・イーグルトン, 大橋洋一訳(1999)イデオロギーとは何か, 平凡社ライブラリー, p.21.　原著










































注409 金井章次・山口重次(1986)満洲建国戦史-満洲青年連盟かく戦えり, 大湊書房, p.4.




































注413 世界大百科事典(27), 平凡社, 1988, p.585.
注414 前掲書, 満洲国史 総論, pp.65-66.
注415 前掲書, 満洲青年連盟史, 復刻版, p.464.



































注418 前掲書, 平野健一郎, 満洲事変前における在満日本人の動向-満洲国性格形成の一要因, 国際政治(43) 
: 69. 及び、中国における統一国家の形成と少数民族-満洲族を例として, アジアにおける国民統合, 東大
出版会, p.73.
注419 前掲書, テリー・イーグルトン, 大橋洋一訳(1999)イデオロギーとは何か, p.21.



































注423 創立宣言、綱領ともに、右記に収載。前掲書, 満洲国史 総論, pp.264-265.
注424 小澤征爾編(1972)父を語る, 中央公論事業出版,p.235.
注425 前掲書, 満洲国史 総論, p.563.
注426 前掲書, 金井章次・山口重次, 満洲建国戦史-満洲青年連盟かく戦えり, p.251.
注427 前掲書, 小澤征爾編, 父を語る, pp.213-214.


































注429 前掲書, 小澤征爾編, 父を語る, pp.344-345. 及び、同上, p.564.
注430 前掲書, 満洲国史 総論, p.566.
注431 同上, pp.566-568.
注432 平野健一郎(1972)満洲国協和会の政治的展開, 日本政治学会編(1972)「近衛新体制」の研究, 
p.235, 275, 277.
注433 前掲書, 緒方貞子, 満洲事変と政策の形成過程, pp.307-308.

































注435 新潮現代国語辞典, 1985, 新潮社, p.326.
注436 世界大百科事典(7), 平凡社, 初版, 1981, p.562.











































































注441 岡野鑑記(1977)ある経済学者の一生-自伝と随想, 白桃書房, pp.113-114.
注442 水口春喜(1991), 建大の民族協和理念を考える, 前掲書, 歓喜嶺 遥か(上巻), p.200.




































注445 前掲書, 建国大学年表, pp.268-269.
注446 前掲, 江原節之助, 民族の苦悶-創設期の塾生活をめぐって, 岡崎精郎(1990)「民族の苦悶-創設期の
建国大学をめぐって(2)」解説, 東洋文化学科年報(5) : 147.
注447 前掲, 江原節之助, 民族の苦悶-創設期の塾生活をめぐって, 岡崎精郎(1991)「民族の苦悶-創設期の















































































































　(4) まとめ -- 建国大学の民族協和








































注459 山室信一(1993)キメラ-満洲国の肖像, 中公新書, p.284.












































































注466 前掲書, 道の言葉(巻の六), p.225.
注467 前掲書, 作田荘一, 道の言葉 巻の六, p.225.
注468 同上, p.178. なお、同氏は筆者に、「色々な訓練科目はその後の自分に非常に役に立った。今日70
歳になっても健康でいられるのはこれのお陰だ」と語っている。





























注470 前掲書, 道の言葉(巻の六), p.221.
注471 江原節之助の記述に拠った。前掲, 歓喜嶺遙か(上巻), p.4
注472 藤田について一期生の坂東勇太郎氏は、「何のために、百姓の真似をしなければならぬのか。何
故、これほどまでに身体を苦しめねばならぬのか。（中略）先生はその解答を与えなかった。『自得せ
よ』とすら言われなかった」と記す（坂東勇太郎, 藤田松二先生, 前掲書, 建大史資料 第四号 : 8-
11.）。藤田の徹底した指導ぶりが窺える。
注473 坂東勇太郎, 藤田松二先生, 前掲書, 建大史資料第四号, p.99.
注474 同上, p.101.
注475 前掲書, 森崎湊, 遺書, pp.56-57.
注476 例えば二期生谷口勉氏の1939年8月の日記には「農訓の時のだらしなさ、いくら制度が変更されて
も駄目だ。特に満系の者の話し合う態度、そういう奴はどんどん落第させたらと思う」（前掲書, 建大
史資料 第四号 : 20）とある。



































































た」という。前掲書, 江原節之助, 民族の苦悶-創設期の塾生活をめぐって, 岡崎精郎(1989)「民族の苦
























































































じた。」(四期生岩崎宏, 無言の抗議, 前掲書, 歓喜嶺遙か(上巻), p.70.), 「中国人が中国農民の生産した
食糧を食べるのに、日本の神にその恩恵を感謝しなければならないのだろうか？」(八期生高済美「一
瞬間の回想」同左, p.118.)











































































注494 前掲書, 作田荘一, 道の言葉(巻の六), pp.220-221.
注495 同上, p.220.


























































注498 カギ括弧引用は全て富木謙治「武道訓練について」。建国大学研究院月報(8), 1941.4.25, p.3.







































































注502 前掲書, 湯治万蔵編, 建国大学年表, p.82.



























































































































































































































































































































注537 前掲, 昭和天覧試合, 大日本雄弁会講談社, 1930, p.496.
注538 同上, p.497.
注539 同上, p.105.






































































注543 前掲書, 道畑 (1994)大道, pp.94-95. なお、最後の引用文の(『)に対応する(』)は文中に脱落。
注544 島谷の次兄花田忠之助、通称花大人（ホアターレン）は、「日露戦争に出征。総司令官大山巌大将
と謀り、数千の馬賊を率いて、露軍の東背側に活動して、大軍を牽制し、奉天会戦の大勝利に貢献し







































































































































注548 満洲国政府公報 (No.1083), 1937.11.9.
注549 研究院月報 (No.2), 1940.9.25. しかし一期生李水清書簡（1990年5月11日）によると、石中は
「昭和14年の春か初夏頃に一度東京に帰られたが後、昭和14年秋にまた建大に戻られた」とある。
注550 前掲書, 建国大学年表, p.284.






注555 李水清, 良師、益友を憶う, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.207.
注556 この内容からも、石中が剣道の授業と共に部活動の指導者であったことが確認される。前掲書, 西
村十郎(1991)楽久我記, p.39.































注559 山川育英, 人を愛し酒を愛づ-葉隠武士の辻権作先生, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.185.
注560 同上, p.186.
注561 前掲, 建大史資料 (2) : 8.
注562 満洲国政府公報 (No.1449), 1939.2.8.
注563 前掲, 建国大学要覧(康徳８年度版,1941.7.25), pp.53-54の助教のリストにはその名前が見える。
注564 筒井清彦, 草創のころ, 前掲書, 建大史資料, 第2号, p.18.
注565 同上.
注566 満洲国政府公報 (No.1056), 1938.10.7.
注567 満洲国政府公報 (No.1396), 1938.12.1.
注568 前掲書, 宮沢恵理子, 建国大学と民族協和, p.304.
注569 佐藤辰雄, 一職員の遺したい言葉, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻),  p.110.

































注571 深尾芳秀, 建大での剣道を偲ぶ, 前掲書, 歓喜嶺遙か(上巻), p.391.
注572 北直幸聞き取り調査（2003.3.11.電話）
注573 近藤多一朗書簡（1991年1月28日付）
注574 満洲国政府公報 (No.1088), 1937.11.15
注575 前掲, 筒井清彦, 草創のころ, 前掲書, 建大史資料, 第2号, p.17.
注576 建国大学要覧(康徳六年度版, 1939.//)













る。1940年7月12日建大教授。注582 この月に陸軍少佐に昇進か。注583  1940年9月15日発行の



















注580 満洲国政府公報 (No.1493),  1939.4.8.
注581 この版について筆者は未見。鈴木昭治郎氏の教示によった。
注582 前掲書, 建国大学年表, p.247.
注583 藤森孝一塾生日誌(1939年7月10日）に「松平教官殿が今度大命により少佐に任命されし由発表せ
らる。一同大いに喜ぶ」とある。
注584 建国大学研究院月報 (No.1), 1940.9.15., p.10.
注585 建国大学研究院月報 (No.2), 1940.9.25., p.4.
注586 前掲書, 建国大学年表, p.259.
注587 前掲書, 宮沢恵理子, 建国大学と民族協和, p.303.を補筆した。
注588 師震富, 断想, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.116.


































注591 建国大学研究院月報 (No.8), 1941.4.25., p.8.
注592 同上, p.5.
注593 この記事は、宮沢恵理子, 建国大学と民族協和, p.298.





























注597 江原人脈, 西日本新聞社開発局出版部, 1972, pp.288-289. なお昭和18年は16年の誤り。進学校で
ある熊中での剣道は、浅子ら「”武人”が存分に天分を生かす場所は熊中にはなかった、といえるだろ
う。その意味では文武は熊中では両立しなかった」という。
注598 岩井利夫, 某年某月某日＜歓喜嶺レクイエム＞, 歓喜嶺 遙か(下巻),  p.25.
注599 江口宏, 剣道に熱中したが, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.40.







注602 深尾芳秀, 建大での剣道を偲ぶ, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(上巻), p.391.
注603 藤井歓一塾生日誌（1942年10月23日）
注604 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻),  p.26.



















































































































































注617 前掲書, 歓喜嶺遙か(上巻), p.391.
注618 遠藤文夫, 江口弘君との思い出, 四期生会誌・楊柳34 : 36, 2002.
注619 岩崎宏, 正に「道」の人, 四期生会誌・楊柳 34 : 36, 2002.
注620 以下の小野田、江口証言については日時等のメモを残さなかった。右の論文執筆段階で確認しその

































注621 前掲書, 歓喜嶺遙か(上巻), p.392.
注622 前掲書, 歓喜嶺遙か(下巻), p.40.
注623 建国大学研究院月報 (No.30), 1943.2.25. p.8.
注624 前掲, 志々田文明(1992) 建国大学における武道・課外活動, 人間科学研究 5(1):113. 
注625 建国大学研究院月報(No.37), 1944年2月25日, p.11.
注626 神武殿の誤りか。






































道場で名うての猛者」（澤秋利, 近況, 四期生会誌・楊柳, p.9, 1959.）の資料コピーを恵贈された。楊
柳に号数がないため桑原亮人氏に確認(2003.3.11電話)したが、この時期楊柳はでていないという。

































注634 岩崎宏, 正に「道」の人, 四期生会誌・楊柳 34 : 35, 2002
注635 岩崎宏,  剣聖・浅子治郎先生と不肖の弟子, 四期生会誌・楊柳 29 : 29, 1997.
注636 田中穣二, 山本吉っつあん, 四期生会誌・楊柳 33 : 55, 2001.
注637 遠藤文夫, 山本吉太郎君を悼む, 四期生会誌・楊柳 33 : 55, 2001
注638 岩崎博(1994)岩井隆三郎先生と六枚の写真, 四期生会誌・楊柳 26 : 23-25.
注639 前掲, 松村正一, 自己形成のデッサン, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(上巻), p.194.
注640 山野、太田両氏から夕食時に伺った。歓喜嶺訪中団随行聞き取り調査（1992年9月19日）
151
































注641 小山公一郎, 亡き同期の友を偲ぶ, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.84.
注642 同上, p.87.
注643 曙きざす (七期生文集), 1981, 非売品, p.29.
注644 岩河邦明聞き取り調査（2003年2月23日, 電話）
注645 前掲書, 曙きざす (七期生文集), 1981, 非売品, p.10.　なお七期生とは建大当時の期の呼称である。










































































語っている。志々田文明 (1993) 歓喜嶺訪中団に随行して, 早稲田大学体育学研究紀要 25 : 62.
注655 前掲書, 歓喜嶺 遙か(上巻), pp.375-376.
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注659  同上, p.69. なお、武術教員養成所ははじめは武術教員養成部とされたが後に改められたという。
同上pp.68-69.参照。
注660 同上, p.71.
注661 皇太子殿下御誕生奉祝昭和天覧試合, 大日本雄弁会講談社, 1934, p.739.























































































































注676 有効乃活動, 第7巻第2号(1920年2月号), p.62.


































注678 第五部の試合の模様は、前掲書, 昭和天覧試合, pp.271-275.  
注679 同上書, pp.599-600.  下線は引用者。











































































注689 山口剛玄追悼座談会における岩上長興談話記事, 全日本空手道剛柔会開祖・故山口剛玄先生, 1989
年9月26日, p.26.  なお、本書は日本空手道剛柔会会葬パンフレット。
注690 志士牛島辰熊伝刊行会編(1975)志士牛島辰熊伝, 2版, p.106.
注691 山口剛玄については、月刊空手道, 福昌堂, No.8, 1989. に 特集記事がある。
注692 前掲, 岩上長興談話記事, p.26.










































































注699 前掲書, 志士牛島辰熊伝, p.104.
注700 山口剛玄追討座談会における岩上長興談話記事, 全日本空手道剛柔会開祖・故山口剛玄先生, 1989














































































































注706 林承棟, 塾生活の思い出, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(上巻), p.329.
注707 西暦を挿入し言葉を補ったほかの事実情報は原文通り。日本人物情報大系,皓星社, 1999, p.161.






































注711 近藤多一朗, 柔道部の群像, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(上巻), p.363.
注712 岩井利夫, 某年某月某日-歓喜嶺レクイエム, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.24.

































注714 井馬煌一, わが青春の凝集, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(上巻), p.54.
注715 山田俊一聞き取り調査 (1993年11月3日, 電話）
注716  西村十郎書簡 (1993年6月24日)在中の西村氏が萬田夫人から送られた書面の概要を示した文章。
西村氏は筆者の求めに応じてレポート用紙6枚にわたって建大に関する詳細な情報を提供下された。





































注722 歓喜嶺 遙か(下巻), p.263.
注723 前掲, 近藤多一朗書簡「志々田先生に対する回答」（1990年12月） 
注724 前掲, 大野哲次書簡 (1993年10月15日)
























































































































































注745 前掲書, 歓喜嶺(建国大学第一期生文集), pp.42-43.
注746 前掲, 近藤多一朗書簡（1991年1月24日）　
注747 吉田泰三氏(五期生), 心の宝石箱, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), pp.201－202.
注748 桑原亮人聞き取り調査（19
注749 片桐松薫書簡（1993年8月14日）



































































して終わったこと等である」と記している。島田成男, 歓喜嶺の友, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.118.
注761 前掲, 小山公一郎, 亡き同期の友を偲ぶ, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.86.
注762 前掲, 大野哲次書簡 (1993年10月15日)
注763 島田成男書簡 (1993年9月29日）
注764 片桐松薫書簡（1993年8月14日）
注765 曙きざす (六期生文集), 1986, 非売品, p.76.




柔道の練習に励んでいた。」塩月玄巳, わが人生の道すがら, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.353.
注769 前掲, 尾崎照夫書簡（1990年12月1日付）


































注771 鈴木博聞き取り調査 (2003年6月16日, 電話).  この調査は以前に行ったものであるが年月日の記録
を散逸したため再度鈴木氏に確認した。
注772 前掲, 近藤多一朗書簡「志々田先生に対する回答」（1990年12月）
注773 前掲, 志々田文明(1992)建国大学における武道・課外活動 5 (1) : 111. 1992年頃、筆者は上村畔梧
聞き取り調査(電話)を実施し、内容は左の論文に引用したが年月日の記録をし忘れたため年月日不詳。
注774 同上論文。桑原亮人聞き取り調査の年月日についても同上。




































注777 前掲, 植弘親民, 養正堂の思い出, 前掲書, 歓喜嶺 遥か(上巻), p.350. なお、同趣旨の思い出は同上植
弘書簡にも記されている。
注778 前掲, 田中浩一郎, わが父校, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.129.





















































































































































注793 鈴木博建大日記. 建国大学四期生会誌(1996), 28: 40. 本日記は1942年と1943年の前期課程時代の
ものを摘録して左の会誌に四回にわたって連載された。
注794 建国大学研究院月報(No.30), 1943年6月25日
注795 山下光一, 康徳当用日記, 前掲書, 歓喜嶺 遙か(上巻), p.317.   
注796 建国大学研究院月報(No.30), 1943年6月25日
注797 前掲, 近藤多一朗書簡（1991年1月24日）
注798 前掲, 植弘親民, 養正堂の思い出, 前掲書, 歓喜嶺 遥か(上巻), p.349.
182
「柔道部黄金時代」であったと思われる。







































































注806 岩井利夫 (年代不詳) 石原将軍の思いで, 東京湖陵樽中会「湖陵」No.20, p.18. 筆者はこの資料を岩
井氏より恵贈された。






















































































































注820 この項目の記述については、右の拙稿を要約して記述した。Aikido (合気道), Encyclopedia of 
World Sport,  1 ed.,  Santa Barbara,  ABC-CLIO,  pp.17-22, 1996. なお、このことに関する学術論文
としては、拙稿,「海軍大将竹下勇・武術日記」と大正15年前後の植芝盛平, 武道学研究 25(2) : 1-12, 
1992.がある。他に、拙稿, 合気道, 日本史小百科・武道, 東京堂出版, pp.194-195, 1994,  拙稿, 合気
道, 最新スポ－ツ大事典, 大修館書店, pp.1-3, 1987,  拙稿, 合気道,  平凡社大百科事典(1), 平凡社,  
p.12,  1985,  拙稿, 植芝盛平, 平凡社大百科事典(2), 平凡社, p.167, 1985,  拙稿, 合気道, 日本史小百























































































































































注828 鈴木博建大日記. 建国大学四期生会誌(1996), 28: 40.
注829 前掲書, 昭和天覧試合, p.722.











































































注836 合気道新聞, 財団法人合気会, No.324, No.325.
注837 同上.












































































注843 百々和 (1989) 合気道と私 そして建大, 建国大学第一期生会, 歓喜嶺(建国大学第一期生文集), 非売
品, p.198.
注844 百々和 (2001) 合気道と私, 『道芝』別冊-最後の講演二つ-, pp.6-7.








































































注852 前掲, 建国大学要覧(康徳８年度版,1941.7.25), p.53の助教のリストにはその名前が見える。











































































注863 前掲書, 太田庄次編(1982) 尾高亀蔵の遺稿と追憶, p.186.
注864 尾高は、皇学の集中講義を受講するなど学ぶ努力も示した。前掲書, 西村十郎, 楽久我記, p.296.
注865 奥村繁信, 尾高先生の霊前に焼香して, 会誌 (三期生),  No.30, p.43, 1983.
注866 同上.
注867 百々氏は「教官の中で植芝先生、合気道に心酔された方、故宮川善造先生が居られ」と記す。百々
和書簡 (1991年2月16日).  なお宮川善造教授は戦後東北大学合気道部の育成に努力したという。









































































学体育学研究紀要 26 : 114.
注873 橘満雄書簡（1991年10月17日）




































嶺 遙か(上巻), pp.382-387. の坂東勇太郎「農場への道-藤田先生・馬小屋事件」参照。
注878 李水清書簡（1988年5月14日）
注879 李水清書簡（1991年6月28日）

















































































































注892 前掲, 中川敬一郎聞き取り調査（1989年3月17日, 於青山学院大学)
注893 瓜生敏雄 (1962) にぎりめし, 暁鐘 (福岡県警察機関誌), pp.2-5.
注894 前掲, 中川敬一郎聞き取り調査（1989年3月17日, 於青山学院大学)
注895 田中昇書簡 (1989年9月15日)
注896 同上.





























































































































































































注917 中川敬一郎聞き取り調査 (1989年3月17日, 於青山学院大学)




































注919 志々田文明 (1991) 大庭英雄師範略伝, 日本合気道協会, pp.22-24.










注922 富木謙治 (1978) 合気道の過去・現在・将来 --創部二十周年を祝して, 早稲田大学合気道部二十周
年記念誌. 富木の武道に対する戦後の考え方は、前掲書,『武道論』(大修館書店, 1991)収載の諸論文参
照。
注923 合気道界各会派については右稿参照。Shishida, Fumiaki, Aikido, Encyclopedia of World Sport,  



























注925 弓道教育の実態については、論文「建国大学における武道・課外活動 -  『満洲国』建国大学におけ




武道文化の研究, 第一書房, pp.329-350, 1995）を著した。本章はこれらを修正・発展させて執筆した
ものである。









































注933 前掲, 志々田文明 (1994) 建国大学一期生弓削力氏との対談, p.112.
注934 筆者は1992年10月9日に一期生弓削力氏と対談した。その際の弓削氏の発言内容をまとめたものを
安田氏に送付して質問したため、ここではそこでの弓削氏の発言を指している。同上拙稿を参照。
注935 前掲, 安田文夫書簡 (1994年2月24日)











































（石岡久夫 (1982) 大学正課弓道, 現代弓道講
座 五巻, pp.235-236）
注943 前掲, 安田文夫書簡 (1994年2月24日)





























注945 石岡久夫 (1987) 弓道, 前掲書, 最新スポーツ大事典, p.217.
注946 宮本武蔵は五方の構えの大切さを強調する一方で、構えると思う心にとらわれない臨機応変の「か
まえはなき心」の大切さも強調する（渡辺一郎校注 (1991) 五輪書, 岩波文庫）。同書の水之巻参照。














































注947 前掲書, 志士牛島辰熊伝, p.250.
注948 山下泰裕 (1986) 黒帯にかけた青春, 東海大学出版会, p.140, p.243.



























注950 前掲, 山口弘書簡 (1994年4月18日付)
注951 大日本武徳会範士教士錬士名鑑, 大日本武徳会本部雑誌部, 京都, 1941年4月29日発行, p.325. この
資料は中村民雄氏から提供を受けた。
注952 前掲, 安田文夫書簡 (1994年2月24日)
注953 松本明聞き取り調査（1994年3月26日。於福岡。対面）
注954 加川多恵聞き取り調査 (電話。年月日不詳). 前掲, 志々田文明 (1991)「満洲国」建国大学における
武道教育, p.17. に内容を掲載。
注955 日本史小百科・武道, 東京堂出版, 1994, p.205.
注956  前掲, 大日本武徳会範士教士錬士名鑑, p.325.










































雄編著 (1985) 史料近代剣道史, 第五編「称号・段級制度」の解説および各規定類参照, pp.319-367. 
及び、村上久, 称号・段級審査基準と受験心得, 現代弓道講座, 第五巻, pp.308-309）。なお、『建国大
学年表』には、加川は1944年3月17日から21日まで、「大日本武道大会弓道錬士以下審査員として大
連関東州武道大会に出張」とあるがこれは錬士の審査か指導に行ったものであろう。
注960 村上久, 現代弓道の発達, 現代弓道講座, 第一巻, 雄山閣出版, 1970, p.215.
































注962 前掲, 安田文夫書簡 (1994年2月24日)
注963 椿武書簡（1991年2月1日）
注964 前掲, 志々田文明 (1994) 建国大学一期生弓削力氏との対談, p.112. 
注965 安田文夫書簡 (1994年2月24日)によると、後期一年のとき、行事の打ち合せで各部の代表者が集め
られた際には堀川が出席していたという。










































































注974 前掲書, 写真集建国大学, p.86.
注975 前掲, 椿武書簡（1991年2月1日）
注976 椿武書簡（1994年4月1日）









































注981 引用文中ここまでの内容は、前掲書, 建国大学年表, p.315.










































































注989 同上. なお、建国大学年表, p.362には、「武道場に於ける弓道、剣道、合気武道、柔道の演武等を
御覧あらせられ」とある。
注990 同上.















































































































































注1005 建国大学研究院月報 (No.16), 1942年2月25日.
注1006 前掲書, 建国大学年表, p.509. なお同年表p.525に、小松大佐は1945年5月22日出征とある。




























































































































練）も早くから計画され1941年から始まった。前掲書, 歓喜嶺 遙か(上巻), p.399.
注1016 木下秀明(1971) 学校教練, 日本近代教育史事典(初版), 日本近代教育史事典編集委員会, 平凡社, p. 
568.
注1017 前掲書, 建国大学年表, p.54.



























注1020 前掲書, 建国大学年表, pp.54-55.
注1021 陸軍の部隊構成（編成単位）で、12～13名で構成される分隊が四個で一小隊約50名。中隊は約
150名、大隊は500名であった。
注1022 前掲,  秋山三十三(1938) 菊池槍から銃剣まで--日本の銃剣術はどうして育ったか,  p.89.　






注1025 満洲帝国武道会要綱, 満洲帝国武道会, 1941, p.4
注1026 満洲国は1934年3月1日をもって帝政に移行した。満洲帝国武道会は、1932年の建国と共に設立さ
れた満洲国剣道部と同柔道部の合併によって創立された。1940年11月に満洲角道会が、翌年1月には
銃剣道部が設置された。これらの経緯については、満洲国史(各論),  p.1188 参照。






































注1035 陸軍省, 剣術教範, 1934.  本書からの引用はひらがな書きに修正した。






























注1038  前掲,  陸軍省, 剣術教範, pp.14-20. 
注1039  同上,  pp.46-49.  





















































































































































































































































（岩松五良, 学校滑空訓練について, 文部時報  No.636, p.7, 1938.11. 及び、諏訪弥太郎, グライダーに




















































































































































注1080 前掲書, 建国大学年表, p.492.
注1081 山下光一聞き取り調査（1998年9月24日, 電話）







































注1086 (社) 全日本銃剣道連盟, 全日本銃剣道連盟四十年史, p.33, 1997.
















































































本馬術の大きな支柱になった。佐藤卯朔：馬術競技, 最新スポーツ大事典, 大修館書店, p.971, 1987.
注1091 この段落の記述は主に同上の佐藤書及び、千葉幹夫, 日本の馬術, 現代体育・スポーツ大系, 第17




































馬術, 現代体育・スポーツ大系, 第17巻, 講談社, pp.17-18, 1984.
注1093 武市銀治郎：富国強馬--ウマから見た近代日本, 講談社, pp.1-5, 1999.
注1094 前掲書, 満洲国史(各論), p.730,  1971.
注1095 同上.




































































注1102 志々田文明編, 小倉久弥氏聞き取り調査記録, 2001.9.1作成。この記録は、一期生小倉久弥聞き取
り調査（2000年8月22日）の録音テープを起こしたものに2000年9月3-4日の電話補充調査を注記して
作成した。
注1103 前掲書, 宮沢恵理子, 建国大学と民族協和, p.111.
注1104 また、二期生橘満雄書翰（2000年7月27日）は、「建国大学でも馬術部員ではない私が、障害は
できないにしても、一通り馬に乗れるようになったのは、正課以外には考えられない」と記している。




































注1108 小倉久弥, 天馬 空を翔かん, 建国大学同窓会編, 歓喜嶺遥か(上), p.353, 1991. および、志々田文明
編, 小倉久弥聞き取り調査記録(2001年9月1日)。




注1110 建国大学研究院月報 14 : 6, 1941年11月25日. 
注1111 建国大学要覧 (康徳六年度版, 1939.6.15) p.36 には軍事訓練担当助手、白鳥正義の名前がある。







































注1119 越智通世, 藤田先生と農業訓練のこと, 前掲書, 歓喜嶺遥か(下巻), p.59, 1991.















































































分も小倉斥候第五報告を持って本部へ駈けた。」平岡茂美, 愛馬日記抄, 前掲書, 歓喜嶺 遥か(上巻), 
p.387.



































































注1134 前掲書, 歓喜嶺遥か(上巻), p.353.
注1135 歓喜嶺訪中団随行聞き取り調査（1992年9月21日）
注1136 前掲書, 歓喜嶺遥か(上巻), pp.388.
注1137 前掲, 志々田文明編, 小倉久弥聞き取り調査記録（2001年9月1日）












































せて塾舎に帰ってくる姿を思い出す。」前掲, 会誌（三期会誌）康徳, p.5, 1992.
注1145 前掲書, 建国大学年表, p.138.
注1146 前掲書, 歓喜嶺 遥か(上巻), p.355.
































注1149 前掲書, 歓喜嶺 遥か(上巻), p.390.






























































































































注1163 作田荘一(1967)道の言葉 (第六の巻), 作田荘一著「道の言葉」刊行会：京都, p.220. なお、ここで
作田は相撲の語を使用している。
































注1165 和久田三郎 (1955)相撲風雲録, 池田書店, p.248.
注1166 和久田の関係の記事引用は特に断らない限り、和久田の一代を克明に記した自伝である同上書, 相
撲風雲録に拠った。その他に天龍と大日本相撲協会を描いたものとして右がある。天龍三郎 (1988) 読














































































































注1178 前掲書, 満洲国史(各論), p.1188.







































注1183 建国大学同窓会, 写真集建国大学, p.89.








































注1191 作田良夫, 六塾亡友録, 歓喜嶺 (建国大学第一期生文集), p.46. なお、隋永禄は文化大革命において
迫害のため憤死したといわれる。








































































注1197 前掲, 高山信義, 『塾友たち』のこと--付　柴・楊の運動について, 歓喜嶺 (建国大学第一期生文
集), p.183.
注1198 前掲, 尹敬章, 和久田三郎先生を弔う, 前掲, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.31. 


































注1202 高山信義, 『塾友たち』のこと--付　柴・楊の運動について, 歓喜嶺 (建国大学第一期生文集), 
p.183.
注1203 安光鎬書簡（1991年6月か。消印不明）












































































注1215 前掲, 尹敬章, 和久田三郎先生を弔う, 前掲, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.30. 
注1216 高山信義聞き取り調査 (1991年, 月日不詳). 聞き取り内容は、前掲, 拙稿(1992) 建国大学における






































































注1221 前掲, 尹敬章, 和久田三郎先生を弔う, 前掲, 歓喜嶺 遙か(下巻), p.30. 
注1222 歓喜嶺訪中団随行聞き取り調査（1992年9月21日）




































注1224 尹敬章聞き取り調査 (2001年9月16日, 中国洛陽)　なおこの調査の一部は右の対談に収載される予











































注1226 前掲書, 建国大学年表, pp.159-170.
注1227 班の創立時期は①～⑦は1939年4月上旬、⑧～⑨は同年5月、⑩～⑬は同年6月下旬と思われる。















　・班員：角田慶福（訓務科長, 教授, 軍事訓練担当, 陸軍少佐）、尾本研二（講師, 軍事訓練
担当, 陸軍少佐）、長坂炳範（助教授, 戦略論・戦術論担当, 陸軍大尉）、成島甚之介（助教
授, 軍事訓練担当）
　・武道分班長：富木謙治（助教授, 塾訓練・武道訓練担当, 副師導, 政治学士）
　・班員：浅子治郎（講師, 武道訓練担当）、石中廣次（教授, 塾訓練・武道訓練担当, 師導, 
工学士）、万田勝（助教授, 武道訓練担当）、吉川武徳（助教授, 塾訓練・武道訓練担当, 副師
















注1234 宮本武蔵著, 渡辺一郎校注, 五輪書, 岩波文庫, 1991, p.75







































・「康徳10年度年度研究題目決定　新部員発令進捗す」p.4.  研究班は国民精神, 国民編制, 戦

























次の通りである。「武道班主任　富木謙治/委員, 浅子, 後藤, 八木, 中島, 櫻井, 山田, 岩井」/














































注1243 前掲書, 建国大学年表, p.193.













































































注1253 富木謙治(1937) 合気武術教程, 自刊.
注1254 この連載は、講道館の機関誌「柔道」に転載して連載された。柔道の将来と合気武道, 柔道, 1938
年4, 5, 8, 9,10号に連載。


























































































































































































注1271 例えば右書。武道に於ける「失われてはならない独自性」, 日本文化の独自性, pp.111-154, 1998. 




































































































































































































































注1283 同上, p.178. なお、同氏は筆者に、「色々な訓練科目はその後の自分に非常に役に立った。今日70
歳になっても健康でいられるのはこれのお陰だ」と語っている。
注1284 徳長春聞き取り調査 (1990年8月21日）


































注1286 李水清書簡 (1994年3月16 日）
注1287 中国武術の主要な特徴については右論文参照。鄭旭旭ほか(2002)近現代中国武術及び日本武道の
発展の比較研究, 早稲田大学体育学研究紀要, pp.98-99.































注1289 宮本武蔵(1645頃)五輪書, 岩波文庫, p.43. に「兵法の道において、心の持ちやうは、常の心に替る
事なかれ」とあるが、勝負において平常心が崩れたために平素の実力が出せずに負けることから技心一
如の思想が惹起したと思われる。















































































注1296 前掲, 聶長林書簡 (2002年6月28日)
注1297 前掲書, 聶長林, 幻の学園・建国大学-一中国人学生の証言, p.31.
注1298 その発端については右のインタビュー、その後の詳細については聶長林回想を参照。志々田文明

































注1299 前掲書, 聶長林, 幻の学園・建国大学-一中国人学生の証言, p.45.
注1300 同上, p.46.











































































注1307 谷口勉（二期生）日誌（1940年4月6日）収載の右文献参照。谷口勉, わが書き遺す歓喜嶺, 前掲書, 
歓喜嶺 遙か (上巻), p.273.
注1308 鈴木博建大日記. 建国大学四期生会誌(1996), 29: 51-52. この柔道青年は、末尾に一言「シラけ
る。」と記していた。
注1309 小熊英二(1995)単一民族神話の起源-<日本人>の自画像の系譜, 新曜社, p.3.




































ました」前掲, 尹敬章聞き取り調査 (2001年9月16日, 中国洛陽)　なおこの調査の一部は右の対談に収





















































































国立大学新京工鉱技術院 新京特別市南嶺 3年 採鉱科,冶金科,電気科,機
械科,応用化学科,土木科,
建築科











































日本 朝鮮 台湾 漢 蒙古 白系ロシア 合計
１塾 11 0 2 8 0 3 24
２塾 11 2 1 7 0 2 23
３塾 12 2 0 8 2 0 24
４塾 12 2 0 7 3 0 24
５塾 12 2 0 7 2 0 23
６塾 12 2 0 9 0 0 23
合計 70 10 3 46 7 5 141
















工藤定雄 中央大卒, 貴族議員の秘書, 松平紹光らと親しく開学時に赴任. 
工藤は4塾が居室.























































































訓練科目 精神訓練 80 2.2
軍事訓練 460 12.6 430 12.7
武道訓練 270 7.4 260 7.1
作業訓練 370 10.1 330 9
小計1100 小計30.1 小計1100 小計30.1
講義科目 精神講話 80 2.2 95 2.6
自然科学及数学 180 4.9 365 10
人文科学 610 16.7 120 3.3
歴史 290 7.9 330 9
地理 120 3.3 220 6
小計1280 小計35.0 小計1130 小計30.9
語学 日文 230 6.3 300 8.2
漢文 230 6.3 300 8.2
第一語学 480 13.1 535 14.6
第二語学 340 9.3 295 8.1
小計1280 小計35.0 小計1430 小計39.1





























































































































農訓5.29 武訓6.13 軍訓5.3 農訓5.25 軍訓5.26 角力及柔剣道
大会5.27
前期












































































































農訓4.10 入学式4.11 軍訓4.19 農訓5.18 軍訓4.14 軍訓4.8































































































































































































1916 (大正  5)年剣道教士号
1917 (大正  6)年この年夏より5カ年間武徳会本部にて内藤高治師の下で修行、また学生の指導にあたる。
なお大正7年に武術専門学校（翌年武道専門学校に改称）は撃剣および柔術教員の無試験
検定許可校に許可される。中村民雄 (1994) 剣道事典--技術と文化の歴史, p.215.










1929 (昭和  4)年御大礼記念武道天覧試合に宮内庁の推挙で栄誉の指定選士並びに審判員として出場（5月
４・5両日）
1930 (昭和  5)年大日本右武会 (4段以上) の副会長就任
1933 (昭和  8)年大日本帝国剣道形の調査委員。 12名の一人 に選ばれ現在の日本剣道形の基本となる「加
註・増補」制定に参画した。大日本右武会会長就任




















1911(明治44)年8月20日 同所卒業。柔術二段允許 (大日本武徳会長) 21歳
8月21日より大正8年8月末日迄大日本武徳会本部講習生として柔道研究す
1913(大正2)年 3月25日 柔術三段允許 (大日本武徳会長) 23歳
5月17日 京都平安中学校柔道教師任命
1915(大正4)年 6月30日 柔術精錬証授与さる (大日本武徳会総裁) 25歳










































































































































1969 44 86 4月26日,死去
表10-1：建国大学・銃剣道教育略年表
1937/昭和12/康徳4 （1932/昭和7「満洲国」建国）　7月、日中戦争（支那事変）
1938/昭和13/康徳5 5 月、建大入学式。一期生約150名、前期１年入学。作田荘一副総長
1939/昭和14/康徳6 一期生、前期２年へ進級。二期生、前期１年入学
1940/昭和15/康徳7 一期生、前期３年へ進級。
1941/昭和16/康徳8 一期生、後期１年に進級。12月、太平洋戦争
1942/昭和17/康徳9 一期生、後期２年に進級。6月、作田に代わって退役中将尾高亀蔵副総長就任
中国系学生が反満抗日運動で逮捕されたことによる。
1943/昭和18/康徳106月、一期生卒業式。11月、入営学生に対し仮卒業証書、12月、学徒出陣
3月、春季武道大会で銃剣道実施（『建国大学年表』初出）
4月25日付けで一期生斉藤精一銃剣道初段証書授与される
1944/昭和19/康徳11 5月、午後、銃剣道大会（於養正堂）各学年四十名の対抗試合。前期三年優勝。
5月30日、新京忠霊塔春季例祭後に銃剣道試合、建大生参加
9月10日、武道週間始まる。毎朝銃剣道
1945/昭和20/康徳123月10日、午後、銃剣術大会。8月、日本敗戦、建大閉学、「満洲国」崩壊
資料13-1：武道論講義要綱
＊志々田注：原文は縦書き、ガリ版刷り、長野直臣氏遺族が建国大学同窓会に寄贈
武道論講義要綱
 　　　　　　　　　　　　富木
 第一章　武道の定義
（一）武の字義
　1．武の字義 
　2．武を表はす古語
（二）文と武との関係につきての諸説
　1．文武一徳説 
　2．両輪説 
　3．主文説 
　4．主武説 
　　一．國性説 
　　二．神武説
（三）武道とは養正振武の道である
　１．養正の意義
　　一．天業恢弘東遷の詔 
　　二．國体と建国精神 
　　三．養正とは国家の使命である
　2．振武の意義
　　　振武は正を弘めるために汎ゆる
　　　障碍を起克して進まうとする生
　　　命力の發規である 
第二章　生命活動の帰着点
（一）生命活動体としての人生
　　1．本能の種類とその性質
　　2．三つの根本慾望とその方向
　　3．絶對的生命実現への希求
（二）道と術 
　　1．道と眞理
　　2．道と術
　　3．道と和
　　4．道と眞善美
　　5．道と神
　　6．道の体得と安立造化
（三）人生の目的
　　1．生存・・・・第一段階
　　2．幸福・・・・第二段階
　　3．安立・・・・第三段階
　　4．造化・・・・第四段階
第三章　生命活動の最高示現としての國家
（一）國家成立の動因としてんぼ外的条件
　　1．社會的動因 
　　2．經済的動因
（二）國家成立の動因としての内的條件
　　1．支配慾
　　2．功利性
　　3．相愛性
（三）國家成立の根本動因としての生命活動
　　1．生命活動の展開と國家
　　2．生命活動の極限と絶對的國家
第四章　生命活動と闘争
（一）生命活動と闘争の必然性
（二）生存幸福のための闘争
　　1．自然による障碍との闘争
　　2．人爲による障害との闘争
（三）安立造化のための闘争
　　1・解脱を防ぐる煩惱との闘争
第五章　絶對平和の實現と國家の使命
（一）闘争絶滅の二途
　　1．闘争絶滅の意義
　　2．個人の教育
　　3．社會の改造
（二）闘争絶滅と道徳宗教
　　1．人類の平和と道徳宗教
　　2．國家の力なくして終局的に絶滅の力があるか
（四）闘争絶滅と國家
　　1．絶滅の資格なき國家
　2．絶滅の資格ある国家
第六章　武國としての日本國及び満州國
（一）武國の意義
　　1．武と文化の發達
　　2．個人としての大丈夫
　　3．國家としての大丈夫（道義國家）
（二）武国としての精神的要素
　　1．絶對の眞理によりて建つ國
　　2．國民の歸依信順
　　3．國民の資質
（三）武國としての物質的要素
　　1．物質力
　　2．地の利
第七章　日本精神に於ける武の本質
（一） 武と日本精神
（二） 神話にあらわれた武（須佐之男命の御こと）
（三）１．まこと
　　　２．まつり
　　　３．むすび
　　　４．直昆霊と行
（四） 神意發現と三種神器
（五） 一霊四魂三元八力の説
（六） 國民の使命と神人合一
第八章　狭義の武は武術として現はれる
（一） 武術の意義
（二） 武術の種類
（三） 武道と武術
（四） 武術と民族性
第九章　日本精神の技術的顕現としての日本武道
（一） 神武不殺の精神
　　1．心構及持身の態度と活人剣
　　2．技術的展開としての神武不殺
（二） 滅私奉公の精神
　　1．沒我捨身と武道の極意
　　2．相打ち体当りの精神的意義
（三） 必勝の精神
　　1．武道の原動力としての負けじ魂
　　2．自主的精神と「先」の極意
　　3．必勝に對する信仰
（四） 名誉を重する精神
　　1．本能的満足の勝利と道義的勝利
　　2．闘争の道義化としての武道
（五）礼儀を重する精神
　　1．武道の礼儀にあらはれた和の精神
　　2．武道精神と秩序統一
第十章　藝道としての日本武道
（一） 武道の術理的極到
　　1．剣の氣 -- 超克の氣
　　2．柔の理 -- 順應の理
　　3．神人合一の境地
（二） 武道の心法と禅
（三） 武道に表現された力と正と美
（四） 武道と日本藝術の特質
第十一章　武道の生活化
（一） 古代に於ける武士道
（二） 封建時代に於ける武士道
（三） 明治以降に於ける武士道
（四） 現代國民の臨戦態勢下に於ける生活と武道
（五） 國防競技の核心としての武道
第十二章　武道の修行
（一） 國民の修行道としての武道の意義
（二） 武道修行の目標
（三） 武道の技術的本質
（四） 武道の修行法
第十三章　結語
（一）養正堂々訓
